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1.  平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 129,072 △5.5 2,883 ― 3,226 ― 5 ―

22年2月期第3四半期 136,617 ― △474 ― △185 ― △2,343 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 9.00 ―

22年2月期第3四半期 △3,711.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 104,114 59,797 53.9 88,809.00
22年2月期 105,202 61,197 54.7 91,117.00

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  56,070百万円 22年2月期  57,527百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 1,000.00 ― 1,000.00 2,000.00
23年2月期 ― 1,000.00 ―

23年2月期 
（予想）

1,000.00 2,000.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 175,000 △2.6 4,500 ― 4,800 ― 500 ― 792.00



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q 662,405株 22年2月期  662,405株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q  31,046株 22年2月期  31,046株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q 631,359株 22年2月期3Q 631,359株
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当第３四半期連結累計期間における外食業界を取り巻く環境は、節約志向や購買意欲の停滞等から消

費者の外食を控える傾向は依然として強く、経営環境は引き続き厳しい状況が続いております。このよ

うな環境の中、当社グループは、当期「今後、外部環境がさらに悪化し、売上高が減少したとしても今

期末までに連結営業利益率５％を達成できる収益構造をつくり上げる」という経営課題を掲げ、グルー

プ全社で取り組んでおり、その実現に向け、グループ横断的な取り組みである「商品・物流委員会」に

よる仕入れコスト削減や物流システム改善を図っております。また、グループ内の管理業務の効率向上

を目指し、その進展を図る施策の一つとして東京都北区への本社移転を実施いたしました。 

その一方で、主要各社では「原点回帰」を図り、店舗サービスレベルの向上、既存商品のブラッシュ

アップと新商品開発を実践し、お客様から支持される業態づくりに努めてまいりました。以上の結果、

当第３四半期連結累計期間における連結売上高は、1,290億72百万円と減収ではあるものの、主要各社

の収益力改善施策や営業施策等により連結営業利益28億83百万円、連結経常利益32億26百万円、連結四

半期純利益５百万円と増益となりました。 

連結売上高        1,290億72百万円  （前年同四半期連結売上高   1,366億17百万円） 

連結営業利益         28億83百万円  （前年同四半期連結営業損失   ４億74百万円） 

連結経常利益         32億26百万円  （前年同四半期連結経常損失   １億85百万円） 

連結四半期純利益       ５百万円  （前年同四半期連結純損失     23億43百万円） 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 

①  牛丼関連事業 

㈱吉野家につきましては、既存店の活性化を当期の最優先課題に据え、客数・売上増に繫がる戦略

商品の開発に取り組み、９月には戦略新商品「牛鍋丼」を発売、11月には戦略新商品第２弾として

「牛キムチクッパ」も発売いたしました。また、１店当たりの投資額を抑えた低投資モデル店舗の出

店や、時代に適応した損益分岐点を引き下げた店舗フォーマットづくりに着手いたしました。戦略新

商品は多くのお客様にご支持いただき第３四半期既存店客数前年比は前年同期比13.2％増となりまし

たが、客単価の減少や前期のキャンペーンの影響等もあり第３四半期既存店売上高前年比は前年同期

比2.1％減となりました。店舗展開につきましては、38店舗を出店し、不振店等62店舗を閉鎖した結

果、国内の「吉野家」の総店舗数は1,161店舗となりました。 

海外の吉野家につきましては、㈱吉野家インターナショナルは、中国でのブランド認知向上を図る

ため、「上海国際博覧会」において、子会社である上海吉野家快餐有限公司が「上海世界博店」を出

店いたしました。閉幕までの１日平均入客数は2,758名と、多くのお客様にご来店いただき好評を得

ました。また、６月には中央ジャカルタの商業施設「Grand Indonesia」内にインドネシア１号店、

７月には２号店を出店いたしました。店舗展開につきましては、44店舗を出店し、不振店等９店舗を

閉鎖した結果、海外の「吉野家」の総店舗数は434店舗となりました。以上、国内外をあわせた「吉

野家」の当期末における総店舗数は1,595店舗となりました。 

牛丼関連事業連結売上高      760億45百万円（前年同四半期連結売上高  778億93百万円） 

牛丼関連事業連結営業利益     35億65百万円（前年同四半期連結営業利益 21億23百万円） 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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②  寿司関連事業 

㈱京樽におきましては、「事業構造の改革による利益体質への転換」に向け、まずエリア・マネジ

ャー教育の充実、営業支援チームによる店舗指導強化等を実施し、店舗運営力の向上を図りました。

また、売上高に応じた労働時間の管理、商材単価の低減、業務の集約や見直し等を行い、コスト削減

に取り組みました。会社設立60周年に合わせ、７月１日から31年ぶりにテレビCMを放映する等、積極

的な販促活動により、第３四半期既存店客数前年比は各施策により前年同期を上回りました。しかし

ながら、価格改定により客単価が前年を下回ったため、既存店売上高前年比は前年同期比6.3％減と

なりました。店舗展開につきましては、６店舗を出店し、不振店を12店舗閉鎖した結果、総店舗数は

360店舗となりました。 

寿司関連事業連結売上高   184億77百万円（前年同四半期連結売上高  197億22百万円） 

寿司関連事業連結営業損失    １億42百万円（前年同四半期連結営業損失 ３億88百万円） 

③  ステーキ関連事業 

㈱どんにおきましては、当期の経営方針を「元気のある会社創り」として、お客様の期待以上のサ

ービスの提供と外部環境に左右されない強い「どん」の創造を図りました。具体的な取組みとして

は、従業員の教育研修の強化と実践、店舗のクレンリネスの徹底と店舗の改装、本社のスリム化と生

産部門の効率化、お客様のニーズに合わせたメニュー開発等に取り組んでおります。その結果、売上

高については店舗数の減少等により前年同期比9.9％減となったものの、営業利益については黒字化

を果たしております。店舗展開につきましては、「ステーキのどん」を中心に不振店を24店舗閉鎖し

た結果、総店舗数171店舗となりました。 

ステーキ関連事業連結売上高  165億86百万円（前年同四半期連結売上高  187億45百万円） 

ステーキ関連事業連結営業利益 ２億36百万円（前年同四半期連結営業損失 15億40百万円） 

④  うどん関連事業 

㈱はなまるにおきましては、新規出店により売上高については前年同期比4.0％増となったもの

の、経費率の上昇により、営業利益については減益となりました。一方、日本の食文化である「うど

ん」を世界に広めるため、「上海国際博覧会」に海外初出店となる「花丸烏冬世博店」を出店いたし

ました。閉幕までの１日平均入客数は1,112名と中国でのブランド認知がない中で、多くのお客様に

ご来店いただきました。店舗展開につきましては、23店舗を出店し、不振店を７店舗閉鎖した結果、

店舗数は285店舗となりました。また、㈱千吉を加えたうどん関連事業の総店舗数は299店舗となりま

した。 

うどん関連事業連結売上高    114億24百万円（前年同四半期連結売上高  109億85百万円） 

うどん関連事業連結営業利益   ６億28百万円（前年同四半期連結営業利益 ７億89百万円） 
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当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ10億87百万円減少し1,041億14百

万円となりました。負債は、前連結会計年度末に比べ３億11百万円増加し443億16百万円となりまし

た。純資産は、前連結会計年度末に比べ13億99百万円減少し597億97百万円となりました。これらの結

果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ2,308円減少し88,809円となり、また、自己資本

比率は、前連結会計年度末比0.8ポイント下降し53.9％となりました。 

また、キャッシュ・フローの状況におきましては以下のとおりであります。 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、換算差額を加え、期末残高は

190億67百万円（前年同四半期は113億98百万円）となりました。 

①  営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、95億35百万円の収入（前年同四半期は25億71百万円の支

出）となりました。これは主に減価償却費44億90百万円、たな卸資産の減少額32億４百万円によるも

のであります。 

②  投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、42億22百万円の支出（前年同四半期は82億86百万円の支

出）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出43億92百万円、差入保証金の差入によ

る支出６億96百万円によるものであります。 

③  財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、２億47百万円の収入（前年同四半期は20億円43百万円の収

入）となりました。これは主に長期借入れによる収入34億円、長期借入金の返済による支出24億51百

万円によるものであります。 

平成23年２月期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績を考慮し、連結

売上高は据え置きとし、営業利益、経常利益、当期純利益を以下のとおり上方修正いたします。平成

22年４月14日の決算短信で発表しました平成23年２月期の連結業績予想との差異は以下のとおりで

す。 

 
なお、当該業績予想は、当社グループが現時点までに入手可能な情報から判断して、合理的である

とした一定の条件に基づいたものです。実際の業績は様々な要因により異なる結果となる可能性があ

ることをご承知おきください。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円

前回発表予想（A） 175,000 2,500 2,700 100 158

今回修正予想（B） 175,000 4,500 4,800 500 792

増減額（B－A） ─ 2,000 2,100 400

増減率（％） ─ 80.0 77.8 400.0

前期実績 179,602 △895 △476 △8,941 △14,162
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該当事項はありません。 

  

 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法、あるいは繰延税金資産の回収可能性に関して、前連結会計年

度末以降に経営環境等、または、タックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを使

用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,269 14,087

受取手形及び売掛金 3,263 3,963

商品及び製品 1,752 1,659

仕掛品 36 75

原材料及び貯蔵品 3,386 6,767

その他 3,798 3,469

貸倒引当金 △16 △19

流動資産合計 31,490 30,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,626 25,764

その他（純額） 15,550 14,002

有形固定資産合計 41,177 39,766

無形固定資産

のれん 297 636

その他 3,273 3,474

無形固定資産合計 3,570 4,111

投資その他の資産

投資有価証券 917 911

差入保証金 16,069 16,833

繰延税金資産 1,382 2,465

その他 9,866 11,412

貸倒引当金 △360 △302

投資その他の資産合計 27,875 31,320

固定資産合計 72,623 75,198

資産合計 104,114 105,202
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,316 5,818

短期借入金 5,928 4,595

1年内返済予定の長期借入金 4,359 3,341

リース債務 761 413

未払法人税等 608 1,282

賞与引当金 1,168 1,318

役員賞与引当金 46 72

株主優待引当金 297 120

店舗閉鎖損失引当金 33 464

その他 9,468 8,870

流動負債合計 26,988 26,298

固定負債

社債 － 300

長期借入金 11,201 11,273

リース債務 1,631 1,303

退職給付引当金 1,776 1,902

その他 2,718 2,926

固定負債合計 17,327 17,705

負債合計 44,316 44,004

純資産の部

株主資本

資本金 10,265 10,265

資本剰余金 11,153 11,153

利益剰余金 42,402 43,659

自己株式 △5,946 △5,946

株主資本合計 57,875 59,132

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4 △12

為替換算調整勘定 △1,800 △1,592

評価・換算差額等合計 △1,805 △1,605

少数株主持分 3,727 3,670

純資産合計 59,797 61,197

負債純資産合計 104,114 105,202
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
 至 平成22年11月30日)

売上高 136,617 129,072

売上原価 51,534 45,951

売上総利益 85,082 83,120

販売費及び一般管理費 85,557 80,237

営業利益又は営業損失（△） △474 2,883

営業外収益

受取利息 51 39

受取配当金 17 143

受取賃貸料 371 407

持分法による投資利益 38 16

雑収入 505 479

営業外収益合計 985 1,086

営業外費用

支払利息 250 319

賃貸費用 254 290

雑損失 192 133

営業外費用合計 696 743

経常利益又は経常損失（△） △185 3,226

特別利益

固定資産売却益 59 16

投資有価証券売却益 17 －

評定済資産戻入益 215 62

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 151

受取和解金 71 －

その他 － 27

特別利益合計 364 257

特別損失

固定資産除却損 349 500

減損損失 1,497 924

貸倒引当金繰入額 － 64

店舗閉鎖損失引当金繰入額 494 31

割増退職金 － 256

その他 297 94

特別損失合計 2,639 1,871

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△2,460 1,612

法人税、住民税及び事業税 1,730 796

法人税等調整額 △1,355 711

法人税等合計 375 1,508

少数株主利益又は少数株主損失（△） △493 98

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,343 5
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【第３四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
 至 平成22年11月30日)

売上高 43,791 43,638

売上原価 16,566 14,968

売上総利益 27,224 28,669

販売費及び一般管理費 27,931 26,684

営業利益又は営業損失（△） △707 1,985

営業外収益

受取利息 15 12

受取配当金 8 58

受取賃貸料 124 103

持分法による投資利益 10 9

雑収入 185 128

営業外収益合計 344 312

営業外費用

支払利息 86 105

賃貸費用 84 108

雑損失 58 29

営業外費用合計 228 244

経常利益又は経常損失（△） △590 2,053

特別利益

固定資産売却益 46 16

評定済資産戻入益 89 10

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 0

その他 － 13

特別利益合計 136 41

特別損失

固定資産除却損 28 125

減損損失 682 68

店舗閉鎖損失引当金繰入額 494 16

その他 143 41

特別損失合計 1,348 251

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△1,803 1,843

法人税、住民税及び事業税 752 447

法人税等調整額 △540 423

法人税等合計 212 870

少数株主利益又は少数株主損失（△） △65 32

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,951 940
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,460 1,612

減価償却費 4,499 4,490

のれん償却額 774 53

貸倒引当金の増減額（△は減少） △247 55

賞与引当金の増減額（△は減少） △163 △144

退職給付引当金の増減額（△は減少） △103 △117

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △235 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △39 △26

株主優待引当金の増減額（△は減少） － 176

受取利息及び受取配当金 △69 △183

支払利息 250 319

持分法による投資損益（△は益） △38 △16

投資有価証券売却損益（△は益） △17 －

固定資産除売却損益（△は益） 302 486

減損損失 1,497 924

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － △151

店舗閉鎖損失引当金繰入額 494 31

売上債権の増減額（△は増加） 857 639

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,522 3,204

仕入債務の増減額（△は減少） △619 △1,465

その他 533 850

小計 692 10,739

利息及び配当金の受取額 70 165

利息の支払額 △247 △320

法人税等の支払額 △3,087 △1,378

法人税等の還付額 － 328

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,571 9,535
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年11月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △458 △60

定期預金の払戻による収入 131 378

有形固定資産の取得による支出 △7,013 △4,392

有形固定資産の売却による収入 205 59

無形固定資産の取得による支出 △681 △397

有形固定資産の除却による支出 △145 △711

投資有価証券の取得による支出 － △37

投資有価証券の売却による収入 － 49

差入保証金の差入による支出 △876 △696

差入保証金の回収による収入 575 942

貸付けによる支出 △221 △96

貸付金の回収による収入 244 153

投資不動産の取得による支出 － △14

投資不動産の売却による収入 － 124

関係会社出資金の払込による支出 － △89

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△42 －

事業譲渡による収入 － 439

その他 △3 127

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,286 △4,222

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △649 △841

短期借入金の純増減額（△は減少） 590 1,465

長期借入れによる収入 6,500 3,400

長期借入金の返済による支出 △3,107 △2,451

社債の償還による支出 △16 △16

子会社の自己株式の取得による支出 △3 －

配当金の支払額 △1,269 △1,269

少数株主への配当金の支払額 － △40

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,043 247

現金及び現金同等物に係る換算差額 39 △20

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,775 5,540

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 399 －

現金及び現金同等物の期首残高 19,774 13,527

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,398 19,067
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年11月30日) 

  

 
(注) １  事業区分の方法 

    事業区分は、事業組織別及び販売商品等を勘案し、区分しております。 

２  各事業区分に属する主要な商品等の名称 
  

 
３  会計処理方法の変更 

(棚卸資産の評価に関する会計基準) 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」２  (1)に記載のとおり、第１四半期

連結累計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分)

を適用しております。この変更による損益への影響は軽微であります。 

４  事業区分の変更 

 事業区分の方法につきましては、従来、ステーキ・しゃぶしゃぶの店頭販売、さぬきうどん・カレーうど

んの店頭販売を「その他飲食事業」に含めておりましたが、ステーキ・しゃぶしゃぶの店頭販売につきまし

ては、売上高割合が増加したことにより、さぬきうどん・カレーうどんの店頭販売につきましては、営業利

益割合が増加したことにより、事業の状況をより適切に反映した情報を開示するため、第１四半期連結累計

期間よりステーキ・しゃぶしゃぶの店頭販売につきましては「ステーキ関連事業」、さぬきうどん・カレー

うどんの店頭販売につきましては「うどん関連事業」として独立して表示することといたしました。 

  また、従来、㈱上海エクスプレスが運営しておりました中華・西洋料理の宅配業につきましては「その他

飲食事業」に含めておりましたが、平成21年３月31日の全株式譲渡にともない「その他飲食事業」から外れ

ております。 

  当第１四半期連結累計期間より、上海吉野家快餐有限公司、福建吉野家快餐有限公司、㈱石焼ビビンパ、

㈱三幸舎ランドリーセンターにつきましては、重要性が増したため新たに連結の範囲に含めることといたし

ました。それにともない上海吉野家快餐有限公司、福建吉野家快餐有限公司の事業を「牛丼関連事業」に、

㈱石焼ビビンパの事業を「その他飲食事業」に、㈱三幸舎ランドリーセンターの事業を「その他の事業」に

含めて表示しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

牛丼 
関連事業 
(百万円)

寿司 
関連事業 
(百万円)

ステーキ
関連事業 
(百万円)

うどん
関連事業
(百万円)

スナック
関連事業
(百万円)

その他
飲食事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
  対する売上高

77,858 19,715 18,745 10,985 5,872 2,294 1,144 136,617 ― 136,617

(2) セグメント 
  間の内部売上 
  高又は振替高

34 6 ― ― 19 ― 2,971 3,032 (3,032) ―

計 77,893 19,722 18,745 10,985 5,891 2,294 4,116 139,649 (3,032) 136,617

営業利益又は 
営業損失(△)

2,123 △388 △1,540 789 △72 △608 150 453 (927) △474

事業区分 区分に属する主要な商品等の名称

牛丼関連事業 牛丼、豚丼、朝定食、お新香等及び肉、米、タレ等の食材並びに弁当箱等の包材及び備品

寿司関連事業 店頭販売における鮨の持ち帰り及び回転寿司

ステーキ関連事業 ステーキ、しゃぶしゃぶの店頭販売

うどん関連事業 さぬきうどん、カレーうどんの店頭販売

スナック関連事業
たい焼、たこ焼、お好み焼き等の商品を主体とした各種和風ファーストフード、和菓子の製
造・販売

その他飲食事業 持ち帰り惣菜、石焼ビビンバの店頭販売、ラーメンの店頭販売、中華・西洋料理の宅配

その他の事業 施設設備の工事及び営繕、不動産賃貸、業務用クリーニング
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当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日) 

 
(注) １  事業区分の方法 

    事業区分は、事業組織別及び販売商品等を勘案し、区分しております。 

２  各事業区分に属する主要な商品等の名称 
  

 
  

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年11月30日) 

  全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日) 

  全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年11月30日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

該当事項はありません。 

牛丼 
関連事業 
(百万円)

寿司 
関連事業 
(百万円)

ステーキ
関連事業 
(百万円)

うどん
関連事業
(百万円)

スナック
関連事業
(百万円)

その他
飲食事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
  対する売上高

76,002 18,472 16,586 11,424 5,235 908 442 129,072 ─ 129,072

(2) セグメント 
  間の内部売上 
  高又は振替高

43 5 ─ ─ 13 27 1,555 1,644 (1,644) ─

計 76,045 18,477 16,586 11,424 5,248 936 1,997 130,717 (1,644) 129,072

営業利益又は 
営業損失(△)

3,565 △142 236 628 △263 △39 139 4,124 (1,241) 2,883

事業区分 区分に属する主要な商品等の名称

牛丼関連事業 牛丼、豚丼、朝定食、お新香等及び肉、米、タレ等の食材並びに弁当箱等の包材及び備品

寿司関連事業 店頭販売における鮨の持ち帰り及び回転寿司

ステーキ関連事業 ステーキ、しゃぶしゃぶの店頭販売

うどん関連事業 さぬきうどん、カレーうどんの店頭販売

スナック関連事業
たい焼、たこ焼、お好み焼き等の商品を主体とした各種和風ファーストフード、和菓子の製
造・販売

その他飲食事業 持ち帰り惣菜の店頭販売

その他の事業 施設設備の工事及び営繕、不動産賃貸、業務用クリーニング

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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